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小
児
医
療
費
助
成
事
業
費
に
つ

い
て
。
今
回
６
３
３
万
９
千
円
の

補
正
増
と
し
、
助
成
対
象
が
現
行

の
小
学
３
年
生
か
ら
４
年
生
に
１

学
年
拡
充
さ
れ
ま
す
。
総
括
質
疑

の
答
弁
で
は
「
近
隣
市
が
対
象
年

齢
を
拡
大
し
、
本
市
と
の
格
差
が

大
き
く
な
っ
て
い
る
。
格
差
に
よ

る
市
民
の
不
公
平
感
を
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
で
少
し
で
も
解
消
し

た
い
、
と
の
思
い
か
ら
対
象
年
齢

の
拡
大
を
検
討
し
た
が
、
本
市
の

財
政
状
況
を
勘
案
、
ま
た
今
後
の

こ
と
を
考
え
る
と
１
学
年
が
精
い

っ
ぱ
い
で
あ
る
。
ま
た
、
本
来
国

が
責
任
を
持
っ
て
統
一
的
な
基
準
、

制
度
を
創
設
す
べ
き
で
あ
る
と
考

え
、
そ
の
実
現
に
向
け
今
後
と
も

国
へ
要
望
し
て
い
き
た
い
。
」
と

の
考
え
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
け
る
１
学
年
の
拡
充

と
い
う
英
断
と
今
後
の
考
え
を
評

価
し
、
こ
の
事
業
を
含
む
補
正
予

算
案
す
べ
て
に
賛
意
を
示
し
ま
す
。

　

議
案
第　

号
に
つ
い
て
。
７
月

４４

９
日
か
ら
外
国
人
登
録
証
が
廃
止

さ
れ
、
か
わ
り
に
氏
名
、住
居
地
、

在
留
資
格
な
ど
を
記
載
し
た
在
留

カ
ー
ド
を
使
い
ま
す
。
外
国
人
の

個
人
情
報
が
一
元
的
に
管
理
さ
れ
、

警
察
な
ど
関
係
行
政
機
関
が
利
用

す
る
こ
と
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権

を
侵
害
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
部
の
外
国
人
が
行
政

サ
ー
ビ
ス
か
ら
排
除
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
非
正
規
滞
在
者

が
存
在
し
た
場
合
、
自
治
体
に
よ

っ
て
は
居
住
実
態
が
確
認
で
き
れ

ば
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
す
る
所

も
あ
り
ま
す
。
本
市
で
は
外
国
人

住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
な
け

れ
ば
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い

と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
家
庭

内
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
被
害
者
も
、
法

務
大
臣
に
在
留
資
格
を
取
り
消
さ

れ
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
か
ら
排
除
さ

れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
よ
っ

て
本
議
案
に
反
対
で
す
。

　

市
政
ク
ラ
ブ
（
沖
本　

浩
二 
議
員
）

小
児
医
療
費
助
成
事
業
費
な
ど

補
正
予
算
案
に
賛
意
を
示
す

　

日
本
共
産
党
（
守
谷　

浩
一 
議
員
）

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
侵
害
・
一
部
外
国
人
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
排
除
の
恐
れ
あ
り

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予

２４

算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て
、
「
ざ

ま
り
ん
」
２
体
目
の
製
作
費
が
計

上
さ
れ
ま
し
た
。
動
き
が
よ
り
軽

快
に
な
る
改
良
型
で
す
。
座
間
と

い
え
ば
ヒ
マ
ワ
リ
、
ヒ
マ
ワ
リ
と

い
え
ば
座
間
と
い
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
今
、
「
ざ
ま
り
ん
」
の
活

躍
は
市
の
知
名
度
や
イ
メ
ー
ジ
を

さ
ら
に
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
る
も
の

と
大
い
に
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
、

今
回
の
「
ざ
ま
り
ん
」
製
作
予
算

を
是
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
小
児
医
療
費
助
成
対
象

を
１
学
年
引
き
上
げ
、
小
学
４
年

生
ま
で
と
す
る
費
用
も
計
上
さ
れ

ま
し
た
が
、
医
療
費
給
付
で
都
市

間
格
差
が
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
全

国
一
律
給
付
が
本
来
の
あ
り
方
で

す
。
都
市
間
で
の
小
児
医
療
費
助

成
の
年
齢
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
合
戦

を
や
め
る
べ
き
で
、
今
後
と
も
統

一
制
度
の
創
設
を
国
に
要
望
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

政
和
会
（
伊
藤　

正 
議
員
）

今
後
も
「
ざ
ま
り
ん
」
の
活
躍
に
期
待
！

小
児
医
療
費
助
成
制
度
の
統
一
化
を

　

補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
た
小
児

医
療
費
助
成
の
１
学
年
拡
大
に
関

す
る
今
年
度
分
の
支
出
が
年
間
必

要
額
の
４
分
の
１
に
過
ぎ
な
い
、

つ
ま
り
来
年
度
以
降
は
こ
の
４
倍

の
予
算
を
要
す
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
財
源
確
保
の
目
処
が
立
た
な

い
と
言
っ
て
い
た
当
初
予
算
時
の

見
解
は
何
だ
っ
た
の
か
と
も
思
い

ま
す
が
、
と
も
あ
れ
「
国
の
責
任

に
お
い
て
取
り
組
む
べ
き
」
と
い

う
原
理
主
義
を
乗
り
越
え
、
現
実

に
生
じ
る
自
治
体
間
格
差
か
ら
目

を
背
け
る
こ
と
な
く
、
可
能
な
範

囲
で
手
立
て
を
講
じ
よ
う
と
い
う

決
断
は
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

　

市
長
に
は
、
住
民
の
命
と
健
康

を
守
る
最
前
線
の
現
場
で
あ
る
基

礎
自
治
体
と
し
て
こ
の
姿
勢
を
堅

持
し
、
同
様
に
自
治
体
間
格
差
が

著
し
く
将
来
の
健
康
へ
の
不
安
を

生
じ
さ
せ
て
い
る
給
食
食
材
の
放

射
能
測
定
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う

求
め
つ
つ
、
賛
意
を
表
し
ま
す
。

市
長
提
出
議
案
、
請
願
、
陳
情
に
つ
い
て

　

議
案
第　

号
〜
第　

号
、
請
願
、
陳
情
に
つ
い
て
、
各
議

４２

５２

員
か
ら
賛
否
の
意
見
表
明
や
、
今
後
の
市
政
運
営
に
生
か
す

べ
き
点
の
指
摘
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
児
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
近

隣
自
治
体
と
の
格
差
解
消
の
た
め
、

厳
し
い
財
政
運
営
の
中
に
あ
っ
て

も
、
対
象
学
年
の
拡
充
を
図
っ
た

こ
と
は
評
価
し
ま
す
。
し
か
し
、

来
年
度
以
降
の
財
政
見
通
し
に
大

変
な
懸
念
を
感
じ
る
と
と
も
に
、

本
来
で
あ
れ
ば
、
国
の
責
任
に
お

い
て
、
自
治
体
間
格
差
の
解
消
が

な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
少
子
化

の
解
消
と
子
育
て
支
援
全
体
で
し

っ
か
り
と
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
の
小
児
医
療
費
助
成
の
拡

充
に
つ
い
て
は
、
単
に
対
象
年
齢

の
拡
充
の
み
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
多
子
家
庭
へ
の
支
援
も
含

め
、
子
育
て
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
全
体
を
総
合
的
に
捉
え
、

よ
り
多
く
の
子
育
て
家
庭
が
充
実

し
た
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
と

い
う
視
点
か
ら
助
成
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
検
討
し
て
い
く
こ
と
を

求
め
て
お
き
ま
す
。

　

神
奈
川
ネ
ッ
ト
（
牧
嶋　

と
よ
子 
議
員
）

小
児
医
療
費
助
成
の
拡
充
は

子
育
て
支
援
全
体
事
業
の
中
で
検
討
を

議
員
提
出
議
案
第
３
号
に
つ
い
て

　

議
員
定
数
を　

名
か
ら　

名
に
削
減
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

２４

２３

活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
員
の
定
数
は
、
議
会
の
性
格

づ
け
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　

定
数
を
減
ら
せ
と
い
う
市
民
の

声
は
、
議
会
は
役
に
立
っ
て
い
な

い
と
言
わ
れ
て
い
る
に
等
し
い
も

の
で
す
が
、
議
員
同
士
で
議
論
を

交
わ
す
場
面
も
な
く
原
案
可
決
率

１
０
０
％
で
、
唯
一
の
議
決
機
関

で
あ
り
な
が
ら
市
民
参
加
の
機
会

も
な
い
現
状
で
は
、
「
こ
ん
な
議

会
な
ら
要
ら
な
い
」
と
思
う
の
も

無
理
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
う
し
た
声
に
対
し
て
な
す
べ

き
は
市
民
の
信
頼
に
足
る
議
会
に

す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
観
点
か

ら
今
ま
さ
に
緒
に
つ
い
た
議
会
改

革
の
議
論
を
深
め
、
議
会
の
目
指

す
姿
と
取
り
組
み
を
示
し
実
践
す

る
こ
と
こ
そ
が
、
議
会
と
し
て
の

回
答
で
あ
る
べ
き
で
す
。

　

市
民
連
合
（
竹
市　

信
司 
議
員
）

議
会
改
革
に
よ
る
信
頼
回
復
こ
そ

議
員
不
要
論
へ
の
回
答

　

市
民
の
価
値
観
が
多
元
化
し
意

識
も
多
様
化
し
て
い
る
今
日
、
市

民
が
選
挙
を
通
じ
て
代
表
と
し
て

の
議
員
を
選
び
、
市
民
の
意
思
を

公
正
、
民
主
的
に
反
映
さ
せ
る
た

め
に
、
一
定
規
模
の
議
員
定
数
は

必
要
で
す
。
法
定
数　

の
議
員
定

３６

数
上
限
が
昨
年
撤
廃
さ
れ
た
と
は

い
え
、
本
市
の
人
口
や
事
業
規
模

に
相
応
し
た
数
字
で
す
。し
か
し
、

本
市
議
会
は
、
こ
れ
ま
で
４
度
に

わ
た
り
定
数
を
削
減
し
て
き
ま
し

た
。
今
回
さ
ら
に
１
人
削
減
し　
２３

人
に
す
る
こ
と
に
は
反
対
で
す
。

議
員
定
数
の
削
減
は
「
身
銭
」
で

は
な
く
「
民
意
」
を
削
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
議
会
の
力
を
発
揮
し

行
政
を
チ
ェ
ッ
ク
し
正
し
て
い
く

こ
と
が
、
財
政
の
適
正
な
節
約
に

つ
な
が
る
か
ら
で
す
。

日
本
共
産
党 
（
中
澤　

邦
雄 
議
員
）

議
員
定
数
削
減
は
「
民
意
」
を
削
る

　

市
政
ク
ラ
ブ
と
し
て
は
、
昨
今

の
議
員
定
数
削
減
推
進
論
に
は
異

論
を
唱
え
る
も
の
で
す
が
、
行
財

政
改
革
が
従
来
に
も
増
し
て
必
要

と
な
っ
て
い
る
今
日
、
実
効
的
な

行
財
政
改
革
を
市
民
の
理
解
と
協

力
を
得
て
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、

議
会
み
ず
か
ら
が
率
先
し
て
痛
み

を
こ
ら
え
、
定
数
削
減
を
実
行
す

る
こ
と
の
意
義
と
姿
勢
は
必
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

本
市
議
会
は
現
在
実
質
１
名
減

の　

名
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

２３
そ
の
こ
と
か
ら
い
え
ば
定
数　

か
２４

ら
１
名
削
減
し
た
と
し
て
も
、
本

市
議
会
に
お
い
て
執
行
機
関
の
行

政
を
監
視
す
る
機
能
の
低
下
に
つ

な
が
る
こ
と
は
な
い
は
ず
で
す
。

１
名
削
減
案
に
賛
意
を
あ
ら
わ
し

ま
す
。

　

市
政
ク
ラ
ブ
（
沖
本　

浩
二 
議
員
）

議
員
定
数
１
名
削
減
案
に
賛
意
を
示
す

議
会
日
誌

議
会
日
誌

５
・　

・
教
育
市
民
常
任
委
員
会
行
政
視
察

１４

…
兵
庫
県
神
戸
市
、
兵
庫
県
議
会

（
〜　

）
１５

　
　
　

・
企
画
総
務
常
任
委
員
会
行
政
視
察

１５

…
兵
庫
県
川
西
市
、
大
阪
府
箕
面

市
（
〜　

）
１６

　
　
　

・
京
都
府
長
岡
京
市
議
会
行
政
視
察

来
庁

　
　
　

・
議
会
改
革
特
別
委
員
会

１７

　
　
　

・
全
国
市
議
会
議
長
会
第　

回
定
期

２３

８８

　
　
　
　

総
会
…
日
比
谷
公
会
堂

　
　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

２４

　
　
　

・
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
　
　

・
厚
木
基
地
周
辺
市
議
会
基
地
対
策

２８

協
議
会
総
会

　
　
　

・
第
２
回
定
例
会
本
会
議

３１

　
　
　

・
代
表
者
会
議

６
・
７
・
第
２
回
定
例
会
本
会
議

　
　

８
・
第
２
回
定
例
会
本
会
議

　
　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

・
第
２
回
定
例
会
本
会
議

１１

　
　
　

・
企
画
総
務
常
任
委
員
会

１４

　
　
　

・
健
康
福
祉
常
任
委
員
会

　
　
　

・
教
育
市
民
常
任
委
員
会

１５

　
　
　

・
都
市
環
境
常
任
委
員
会

　
　
　

・
教
育
市
民
常
任
委
員
会
行
政
視
察

…
海
老
名
市
野
外
教
育
施
設
「
富

士
ふ
れ
あ
い
の
森
」

　
　
　

・
都
市
環
境
常
任
委
員
会
視
察
…
サ

イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク（
株
）、
オ
ー
ト

モ
ー
テ
ィ
ブ
エ
ナ
ジ
ー
サ
プ
ラ
イ

（
株
）、
田
中
水
力
（
株
）

　
　
　

・
基
地
対
策
特
別
委
員
会

１８

　
　
　

・
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

２０

　
　
　

・
第
２
回
定
例
会
本
会
議

２５

　
　
　

・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　

・
広
域
大
和
斎
場
組
合
議
会
第
１
回

２７

臨
時
会

　
　
　

・
高
座
清
掃
施
設
組
合
議
会
第
１
回

２８

臨
時
会

７
・
３
・
公
明
党
行
政
視
察
…
青
森
県
八
戸

市
、
秋
田
県
大
館
市
（
〜
５
）

　
　

５
・
全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議
会

第　

回
理
事
会
…
全
国
都
市
会
館

７７

　
　

９
・
厚
木
基
地
周
辺
市
議
会
基
地
対
策

協
議
会
行
政
視
察
…
青
森
県
三
沢

市
、
三
沢
基
地
（
〜　

）
１０

　
　
　

・
健
康
福
祉
常
任
委
員
会
行
政
視
察

１１

…
千
葉
県
八
千
代
市

　
　
　

・
議
会
改
革
特
別
委
員
会

１２

　
　
　

・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

１９

　
　
　

・
市
政
ク
ラ
ブ
行
政
視
察
…
宮
城
県

２３

石
巻
市
、牡
鹿
郡
女
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